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時代小説と歴史小説

時代小説と歴史小説について、広辞苑以外の国語辞典にはどの様に定義されているか？
	大辞林第二版で調べた結果は以下の通り。
時代小説
	明治時代以前の時代に題材をとった小説。 


	歴史小説
	過去の時代・人物・事件などを題材として、史実を踏まえて描いた小説。 



題に書いてあった意味とは違った結果が出た。題では時代小説はその時々の人物を描画し、歴史小説は歴史背景を描画するように書かれているが、大辞林の時代小説の意味は全く違っていてある一定より以前を題材にした作品となっている。

　どうしてこのような違いが現れたのであろうか謎である。

半藤一利とはどういう小説家か。また安藤忠雄という建築デザイナーについて知りたい。どうすればよいか。

まず、問題文の序盤にある「半藤一利」に付いて調べる。

googleイメージで検索し、顔写真を得て雰囲気を見てみる。

http://www.ehime-np.co.jp/gyoumu/hanto.gif
では、どの様なスタイル小説家かを調べてみる。同じくgoogleで調べた結果1600件ヒットした。検索結果の要約がの部分を軽く読みながら3件目のページが半藤一利の小説家の面を解説した内容が記載されていそうだったので見てみることにした。

http://www.asahi-net.or.jp/~wf3r-sg/ntzhandou.html
	しかし、このページを作成した目的は半藤一利の書いた小説の解説が掲載されているページへのリンクが掲載されるものだった。その、半藤一利についての簡単な説明があったので、引用する。

1930年東京生、東京大学文学部卒。53年文芸春秋入社、｢週刊文春｣｢文藝春秋｣各編集長、出版局長、専務取締役等歴任。93年｢漱石先生ぞな、もし｣にて新田次郎文学賞、98年｢ノモンハンの夏｣にて山本七平賞を受賞。

	


というように簡単な経歴などが書いてあった。

後述の安藤忠雄についても同様にgoogleで検索してみた。7件目にまさに「安藤忠雄」という題名のページがあったので見てみた。

http://www.avis.ne.jp/~komuse/architecture/ando.htm
	安藤忠雄の建築物の紹介のページであった。そこに安藤忠雄自身の紹介も書いてあったので引用する

安藤忠雄：1995年建築界のノーベル賞といわれる「プリッカー建築賞」を受賞。 

世界の有力誌でもその功績を報じ、世界各地で講演会を行っている。代表作には、サントリーミュージアム「天保山」、大阪府立近つ飛鳥博物館、ベネトンアートスクール（イタリア）などがある。東京大学教授。

	


司馬遼太郎の全著作（小説・随筆などのすべて）を調べたいが、どんな資料を利用すればいいか？
素直にgoogleで「司馬遼太郎　全著作」というキーワードで検索を書けてみたが56件ヒットした。その中に全著作が掲載されているページは存在しなかった。次に同サイトにて「司馬遼太郎　著作　リスト」というキーワードで検索したところ同姓同名の火器制作者についてのページが多くヒットした。よって、次に小説などのジャンルを明確にした「司馬遼太郎　リスト　随筆　小説」で検索を書けたところ、

検索ポータルであるlycosの司馬遼太郎カテゴリを発見した。リンク先は3件有り、その一番上のサイトの説明に「司馬遼太郎氏に関することと幕末に関する情報を集めている。時代ごとに整理された作品リストやメッセージ「21世紀に生きる君たちへ」などを掲載。」と書いてあるためこのサイトに作品の一覧が有ると判断。
http://dir.lycos.co.jp/arts/literature/novel/shiba/
http://www3.plala.or.jp/booze-up/bakumatu-page/shibasan.htm
に簡単な出来事と著作の時代が書かれた年表があるが、受賞した作品のタイトルしかないため他のページを探索した結果、作品がジャンル別に分けられているページを見つけた

http://www3.plala.or.jp/booze-up/bakumatu-page/sibaryou.htm
司馬遼太郎の作品は主に3つ有りそれぞれの作品の名前が記載されていた。

「面罵」をどう読んだらいいのだろうか、またその意味は？
読み方が分からなかったので、この設問が記載されているPowerPointの「面罵」の語句を選択し、キーボードの変換キーを押すことにより読み方を得ることが出来ました→めんば

	「面罵」の意味を大辞林第二版で調べた結果は以下の通り。
面罵
	（名）スル
面と向かってののしること。「きびしく―する」 



と有りました。

どのような艦船が日本海海戦に参戦したか、海戦のときそれらの軍艦がどこからどのように参戦したのかなどについて調べられる資料があるのだろうか？
まず、googleでそれらしきキーワードで検索してみる。「日本海海戦　軍艦　一覧」で検索してみたところそれらしいサイトは見つからなかったが、「浅間」という戦艦が日本海海戦に参加したと言うことは見つけられた。よってこのキーワードも追加して検索してみる。「日本海海戦　軍艦　一覧　浅間」というクエリーを投げてみたところ2件しかヒットしなかった。1つ目は書籍紹介の一覧ページ。2つ目はどこかのサイトのメニューページらしかった。しかし、そのメニューページから「絵葉書に見る日本海海戦時の連合艦隊主力」というリンクがあったためそのページへ行ってみた。が、Forbiddenというメッセー時が現れ、閲覧することが出来なかった。そこで、googleで見たいURLの検索をかけ、キャッシュを見ようとしたがキャッシュが存在していなかった。しかし、そこでの検索結果をクリックすると正常にページを見ることが出来た。

http://www.geocities.co.jp/MotorCity-Circuit/2971/shipping2.html
ここに、日本海海戦について綿密に書かれていた。

松下健一という評論家が書いた司馬遼太郎追悼論文はどの雑誌のどの号に掲載されているのだろうか？またその雑誌を入手するにはどうすればよいか？
OPACで「司馬遼太郎追悼論文」と検索してみたがヒットしなかった。よって、この題名は作者が自分で付けている名前と判断し、記事の著者の言う「司馬遼太郎追悼論文」を探し出す。

「司馬遼太郎追悼論文」という語句がある程度一般的であればgoogleで検索できるはずである。「司馬遼太郎追悼論文」という語句でクエリーを投げてみたがヒットは0件。「松下健一　司馬遼太郎」というクエリーを投げてみたが、検索結果は0件。全く手がかりがない。同じキーワードでgooで検索してみたが検索結果は0件。また、googleで松下健一と検索してみたがそれらしいページは発見できなかった。司馬遼太郎記念館のwebに掲載されているか？と思い、そのサイト（http://www.shibazaidan.or.jp/）を調べてみたが、情報量が乏しく発見することが出来なかった。「松下健一」という語句が間違っている可能性があるのでここで検索を断念する。
１１月１日に開館したという司馬遼太郎記念館の概要を知り、同記念館に行ってみたい。どうすればよいか？
司馬遼太郎記念館のwebサイトに載っていそうな内容なのでそこで調べてみる。

http://www.shibazaidan.or.jp/
概要というメニューがありそのURLは以下。

http://www.shibazaidan.or.jp/kinenkan/index.html
同記念館へのアクセス方法も「ご来館案内」というメニューがありそこに綿密に記載されていた。

http://www.shibazaidan.or.jp/kinenkan/raikan.html
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